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１．講座の実施状況 (平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月) 
（１）主催講座-Ⅰ  
 

基本視点 講座数 参加者計 

Ａ 男女の人権の尊重 5 

19 
1,149 人 

（288） 

Ｂ あらゆる分野での男女共同参画の推進 4 

Ｃ エンパワメントの促進 5 

Ｄ 仕事と家庭・地域生活の両立 5 

 

№ 

基

本

視

点 

講座・講演会名 実施日 
定

員 

参加者

数 

(うち男性) 

内容等 

1 Ｃ 
「まったり朝活～まわしよみ新

聞」 

（原則偶数月、第 2 土曜日） 

4／11(土) 
6／13(土) 

8／8(土) 
10／10(土) 
12／12(土) 
2／13(土) 
10:00～
12:00 

10 

5（3） 
7（1） 
6（3） 
2（0） 
3（0） 
3（1） 

 
延人数 
26（8） 

様々な年代や考えの方にウェーブを知ってもら

い利用してもらうための試み。「男女共同参画」に

ついて理解してもらうために新聞を使ったワーク

を行う。 
【評価・分析】 

一般紙にも写真つきで掲載され、ウェーブの広

報にもつながった。ウェーブを知ってもらい、広

く浅くでも男女共同参画に興味を持ってもらえる

場として続けていきたい。 

2 Ｃ 「シングルマザーズ・カフェ」 

（原則奇数月、第 2 土曜日） 

5／9(土) 
7／4(土) 

9／12(土) 
11／7(土) 
1／16(土) 
3／12(土) 
14:00～
16:00 

10 

6（－） 
7（－） 
9（－） 
9（－） 
11（－） 
6（－） 
延人数 
48（－） 

シングルマザー同士、肩の力を抜いて、話して、

聞いて、情報交換するカフェタイム。 

【評価・分析】 

 シングルマザーの活動推進グループが平成 26年

度で無くなったため、ウェーブ情報アドバイザー

がファシリテーターとなり実施したが、皆自分の

ことで精一杯であり、グループ結成は難しい。情

報交換の場として引き続き実施の必要がある。 

3 Ａ 

「知って納得！スマホトラブル

はこうして起こる」 
講師：篠原嘉一（NIT 情報技術

推進ネットワーク代表取締役） 

5／20(水) 
10:00～
12:00 

30 35（9） 

ネット犯罪やトラブル回避のための知識やスマ
ホアプリを使った犯罪防止を学ぶ。性犯罪（スト
ーカー、リベンジポルノなど）に結びつきやすい
こと、ゲーム機のインターネット機能で犯罪が起
きていることも知ってもらう。 

 

【評価・分析】 
警察に情報提供もしている講師の説明はわかり

やすかったと参加者に好評であった。便利さの向
上の度合いに対してネットリテラシーが追いつい
ていないのが現状である。継続的な啓発活動が必
要。 

4 Ｂ 

男女共同参画基礎講座 
「流されないで 自分スタイ
ル！」 
①未来につなげるための男女共
同参画 
講師：勝木洋子（神戸親和女子
大学教員） 
 
②「働きづらさ」の正体～仕事
との折り合いをつけるのが難し
いあなたへ 
講師：栗田隆子（働く女性の全
国センター代表） 

6／2(火) 
6／13(土) 
14:00～
16:00 

30 

 
16（1） 
20（6） 

 
延人数 

36（7） 

①男女共同参画の基礎的な話ワークショップを行

い、身近な問題であることを理解してもらう。 
②女性の労働問題の専門家の講師に現状の労働環境

の中で働き続ける難しさは自己責任ではないことな

どを学ぶ。 
本講座は平成 27～28 年度任期のネットワーク委

員の必須研修とした。 
 
【評価・分析】 
①男女共同参画社会実現がなぜ必要なのかをわか
りやすく説明し、絵本やカルタなどを使ったワー
クで自分の問題としてとらえてもらうことができ
た。 
②年齢層が広く、男性も多かった。ワークではさ
まざまな立場の方がいて悩みながら働いていると
いうことがよくわかったようだ。解決策も参加者
で考えてもらった。 
基礎講座は複数回講座として実施していきたい。 
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№ 

基

本

視

点 

講座・講演会名 実施日 
定

員 

参加者

数 

(うち男性) 

内容等 

5 Ａ 

保育付き上映会 

ラストフライデイ・シネマ 

 

上映作品（２回上映） 

①「カミーユ・クローデル」 

ﾌﾗﾝｽ/1988 
②「人生、ここにあり！」 

ｲﾀﾘｱ/2008 
③「私の、息子」 

ﾙｰﾏﾆｱ/2013 

6／26(金) 
9／25(金) 
2／26(金) 
Ⅰ部（午前） 

10:00～ 
Ⅱ部（夜） 

18:30～ 

35 

① 
Ⅰ44（6） 
Ⅱ40（8） 

② 
Ⅰ36（5） 
Ⅱ20（5） 

③ 
Ⅰ59（9） 
Ⅱ31（6） 

 
延人数 

230
（39） 

人権、暴力、女性、子どもをテーマとした映像
作品の鑑賞、参加者の交流を通して男女共同参画
社会実現の必要性を理解してもらう。 

 
【評価・分析】 

毎回定員を大幅に超える申込があったことか

ら、午前、夜間の 2 回上映を試みた。夜間に一時

保育を利用し参加したカップルもいた。上映会で

は初めての利用方法だが、家族での利用には適し

た事業だと考えられる。 

6 Ｂ 

＜男女共同参画週間記念事業＞ 

「はみだすチカラ～料理を作っ

て社会と出会う」 

講師：枝元 なほみ（料理研究

家） 

7／5(日) 
13:30～
15:30 

50 51（3） 

料理研究家でもあり、社会貢献や食の現場を守

る活動を続ける講師を迎えて、身近な問題として

の「食」や、女性が仕事を続けることから見える

社会について語る。 
 

【評価・分析】 
食べることは生きることにつながる。食につい

ても、自分で考えることの重要性や、女性が不信
感を持ったことを言葉で説明できなくて黙ってし
まう状況があるが、おかしいと感じる自分を信じ
て行動することが大事であることを認識できた。
若い男性の参加もあり、ウェーブを知らない方に
も参加しやすい内容と人選であったと思われる。 

 
 

7 Ｄ 

 
「女性のための 45 歳からの 
ハロー！ワーク」 
 
①私を守るためのメンタルヘル
ス～カウンセラーから学ぶ不安
とのつきあい方 
講師：大槻久美子（産業カウン
セラー、カウンセリングルーム
Big Smile 代表） 
 
 
②私の仕事を見つける～ハロー
ワーク相談員と先輩から聞いて
みよう 
講師：腰野正美（しごとサポー
トウェーブにしきた 就労支援
ナビゲーター） 
中澤良子（自立訓練 Maluhia 責
任者） 
山下喜美代（活動推進グループ
「転勤族の妻たち」） 
 
 

7／21(火) 
7／28(火) 
14:00～
16:00 

30 

 
34（－） 
38（－） 

 
延人数 

72（－） 

女性のための就労支援講座。年齢が上がると、
求人が少なくなるが、年齢であきらめないで、自
分に合った仕事を探していく方法もあることを知
ってもらう。 

 
【評価・分析】 

求人倍率はどの年齢層でも大きく変わらないの
に、不安に思ってしまう理由、不採用の原因を説
明。45 歳から仕事を再開した経験者から体験談を
聞きエンパワメントしてもらうことで、参加者の
満足度も高かった。年齢等、求職するのが不安な
方が非常に多いと感じた。就労支援は現状把握と
メンタルサポートをセットに続けていく必要があ
る。 

8 Ｄ 

【男性講座】 
［夏休み特別企画］ 

「パパ・おじいちゃんと作ろう 

すごいキャラ弁教室」 
講師：柳井彩子（すごいキャラ

弁教室チーム・代表） 

8／2(日) 
10:30～
13:00 

15 
組 

13 組 
参加者 
26 人 

男性保護者と子ども限定で、お弁当作りを糸口
に「食｣について興味を持ってもらい、自分で作る
経験もできる夏休みの体験型学習。 

 

【評価・分析】 
保育の子を引き取りにきた女性保護者が、久しぶ
りに短い時間だったがひとりで自由に散策できて
本当にうれしかったと話された。子育て中の女性
保護者の応援になるこのような講座は、土日開催
で続けたい。 
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№ 

基

本

視

点 

講座・講演会名 実施日 
定

員 

参加者

数 

(うち男性) 

内容等 

9 Ｃ 

「決断する前に知っておきたい
『離婚』のこと」 
①法律～ここがもめるポイント
です 
講師：西部智子（法律事務所ユ
ノ 弁護士） 
②子どもと私の生活設計 
講師：植田香代子（ファイナン
シャルプランナー） 
③相談窓口の人に聞いてみる 
講師：母子･父子自立支援員、ハ
ローワーク相談員 
④私の問題整理～揺れる心と向
き合う 
講師：上島榮枝（家庭裁判所調
停員） 

①②③ 
9／29(火) 
10／7(水) 

10／13(火) 
10:00～
12:00 
④ 

10／13(火) 
13:00～
15:00 

40 

①33
（－） 
②19
（－） 
③15
（－） 
④12
（－） 

 
延人数 

79（－） 

やむを得ず離婚に至った場合のダメージの軽減

を目的に離婚時の心の整理、法律解釈、調停制度

等について学習し、離婚後の再出発を支援する。 

【評価・分析】 
法律知識もライフプランも人によって違うた

め、すべてカバーをするのは難しい。相談窓口を
紹介することで、個人で相談を受けるきっかけづ
くりをした。 

今年は年齢層が高いこと、経済状況の逼迫、モ
ラルハラスメント被害者が多いように思われた。
離婚を自分の人生をやりなおすためと、前向きに
とらえられない方が多く見受けられた。 

来年は参加者の年齢に配慮した離婚についての
講座を考えたい。 
 

10 Ａ 

＜女性に対する暴力をなくす運

動週間記念事業＞ 

「モラル・ハラスメント～夫の

帰宅が怖い人たち」 

講師：熊谷早智子（モラル・ハ

ラスメント被害者同盟管理人） 

11／14(土) 
13:30～
15:30 

40 38（1） 

 外からは理解しにくい家庭内のモラルハラスメ

ントについて学ぶ。様々なケースをお話いただき、

解決方法について考える。 

【評価・分析】 

参加者のほとんどが当事者、あるいは当事者で
ある娘の親であった。参加者は講師の経験談を自
分にあてはまる部分にさかんに同意をしていた。
質問は、法律的相談が多かった。混乱している人
もおり、相談につながっていけばと思うが、個別
に対応できないのでフォローが難しかった。 

11 Ｂ 

～中学生のための出前講座～ 

「デートＤＶ防止講座」 

①西宮浜中学校 ②鳴尾南中学

校 

講師：ウィメンズネットこうべ 

11／20（金） 
11／25（水） 

13:35～
15:30 

－ 

209
（106） 

119 
（55） 

 
延人数 

328 
（161） 

若年層のデートＤＶについて考え、ＤＶ問題の
予防、啓発を図る。 

【評価・分析】 
募集数 2 校で、応募数も 2 校だった。配偶者や

交際相手からの暴力の問題について考える機会を
提供し、正しい知識と理解を深めることができた
と思われる。応募校が少ないことから教員の関心
の薄さを感じた。来年度は教育研修課と共催し教
員向けの研修も実施したい。 

12 Ｄ 

私のからだとつきあう 

「布ナプキンを作って話そう 

 ～生理とうまくつきあいた

い！」 
講師：小野千佐子（月経共育事

務所ティプア代表） 

11／21(土) 
13:30～
15:30 

15 12（－） 

女性にとっての生理は常に健康のバロメーターと
して意識し続けなければならない。PMS（月経前症
候群）など不快感も伴う。生理中に休むこともでき
ない女性たちが、少しでも快適に過ごす方法を布ナ
プキン作りながら考える。 
【評価・分析】 

講師の話題提供などもあり、普段なかなか話せ
ない月経について参加者全員が話し合いに参加で
きていた。月経から始まり、女性の性を大事にす
ることを確認しあえて、エンパワメントの場にな
っていた。働いている女性への広報を再考したい 

。 

13 Ｄ 

私のからだとつきあう 

「ひとりでできるよ！お灸でケ

ア」 
講師：小池まき子（まき鍼灸院

院長） 

12／3(木) 
13:30～
15:30 

15 17（－） 

女性特有のからだの不調を緩和する方法として
長い歴史のある手法「お灸」を取り上げる。自分
で治療する方法を知ってもらい、生活の中への取
り入れ方を学ぶ。 

【評価・分析】 
問い合わせ、応募が多かった。冒頭の歴史や説

明にはあまり興味のない受講者が多かったが、実
技が始まると積極的に講師に質問していた。市販
のシールで貼り付けるお灸で、実践できると好評
だった。 
「未病治」という言葉がキーワードで、自分の不
調に気づき、自分のからだに興味を持ち、ひどく
ならないうちに、自分で治すという考え方を理解
できたと考える。 
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№ 

基

本

視

点 

講座・講演会名 実施日 
定

員 

参加者

数 

(うち男性) 

内容等 

14 Ｃ 

思春期の子どもとの関係に悩む
母親たちの語り合い 
（3 回連続講座） 
講師：ウェーブ女性のための相
談室カウンセラー 

1／25（月） 
2／1（月） 
2／8（月） 

13:30～
15:30 

10 
5（－） 

 
延人数 

11（－） 

子どもとの関係に悩む母親たちの気持ちを参加
者が互いに共有し、ジェンダーの視点で悩みを考
えることを通して、母親としての自信を取り戻し、
自分自身をエンパワメントする。 
【評価・分析】 

参加者が少人数だったが、子どもとの関わりや
母親自身の気持ちを話しあえる時間を十分持つこ
とができ、参加者にはおおむね好評だった。 

女性の語りの場が求められている。 

15 Ｂ 

【出前講座】 
西宮市立西宮東高等学校 
「男女共同参画社会について」 
講師：ウェーブ情報アドバイザ
ー 

1／21（木） 
14:10～
15:00 

― 39（19） 

人文・社会学科コース 1 年生を対象に例年実施。若
年のうちから自身を取り巻く社会の諸問題に向ける
目を養う。 
【評価・分析】 

1 回限りなので、何をどこまで伝えるか難しい。
さまざまな統計を提示して考えてもらうようにし
ているが、いくつかの統計にしぼり、詳細に説明
して考えてもらうようにしていきたい。 

16 Ｄ 

「親の介護」を考え始めた人の
ために 
①息子が介護すること 
講師：斎藤真緒（立命館大学産
業社会学部 教員） 
②シングルで介護 
講師：丸尾多恵子（NPO 法人つ
どい場さくらちゃん 理事長） 

2／13（土） 
2／20（土） 

14:00～
16:00 

30 

15（8） 
18（3） 

 
延人数 

33（11） 

男性、シングルの子どもが老親の主たる介護者に
なることが、これからますます増えていく。介護離
職を減らす取り組みも始まっている。介護を始める
前に情報収集と自分を追い詰めない方法を探っても
らう。 
【評価・分析】 
①数字に裏打ちされた説明で、自分の疑問の解消
に役立ったようであった。②語り合い、シェアで
き、参加者は非常に満足したようであった。身近
に介護をしている人がいない限り、心から介護に
ついて話すことができないことがよくわかった。 

男女共同参画の視点の徹底、特に男性の興味を
引きながら理解を深めることに配慮したい。 

17 Ｃ 

「やってみたい！」をかたちに 
参加したくなる講座作り塾 
（2 回連続講座） 
講師：遠矢家永子（ＮＰＯ法人 
ＳＥＡＮ事務局長） 

2／27（土） 
3／5（土） 

13:30～
15:30 

20 
13（4） 

 
延人数 

26（7） 

男女共同参画社会実現のためにさまざまな活動
を行い、自主講座も行っているＮＰＯの事務局長
から、共に学びたいと思った時、どのように講座
を作り、講師を選定していけばいいのか。想いが
伝わる企画書の作り方を学ぶ。 

【評価・分析】 
講座作り、市民企画など公募のための企画書作

りがメインの講座だったが、仲間作り、居場所を
探している、自分のやっている活動の拡大を考え
ているという参加者が多く、そういう講座も必要
なのかと考えさせられた。最後にグループごとに
テーマを決めて講座を考えてもらった。講座終了
後、受講者から市民企画に応募したいと相談もあ
った。 

18 Ａ 

「性暴力被害者支援センター・
ひょうご」の活動に学ぶ 
知っていますか？性暴力につい
て 
①性暴力被害者支援センター・
ひょうごの活動から 
②被害も加害も防ぐために～子
どもにどう伝える？こころとか
らだ、性のこと～ 
講師：福岡ともみ（性暴力被害
者支援センター・ひょうご事務
局長） 

3／11（金） 
3／18（金） 

13:30～
15:30 

30 

13（4） 
15（4） 

 
延人数 

28（8） 

「性暴力被害者支援センター・ひょうご」の活
動から見えてきた性暴力被害の実態を学び、被害
に遇わないためには、もし被害に遇ってしまった
ら、被害者当事者をどうサポートすればよいのか,
誰もが安心して暮らせる社会を作るために私たち
何ができるのか等についてともに学び、考える。 
【評価・分析】 

被害者に関わる保健師、相談員や、男性 4 名の
参加があった。一般市民の参加が少なかった。社
会全体で取り組むべき内容であり、地道にこのテ
ーマに取り組んで、市民にむけて性暴力について
周知啓発していく必要がある。 
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№ 

基

本

視

点 

講座・講演会名 実施日 
定

員 

参加者

数 

(うち男性) 

内容等 

19 Ａ 
女性と家族をめぐる法のゆくえ 
講師：坂本洋子（ＮＰＯ法人ｍ
ネット民法改正情報ネットワー
ク理事長） 

3／19（土） 
13:30～
15:30 

30 14（2） 

「女性も家族も幸せな法律の在り方や世界の動
き」について、法律家とともに民法改正の提言、
また、国連に NGO として報告している講師に、最
近の裁判「夫婦別姓訴訟」「再婚禁止期間」を含め
て日本と世界の動きについてお話しいただく。 
【評価・分析】 

参加者には平成 27 年 12 月の「選択性別姓」に
ついての裁判の原告や別姓にしたいと考えている
人、別姓に反対する親とどう接していけばいいの
か悩む人など、さまざまな問題意識を持つ人がい
た。難しいテーマと思われたのか、集客ができな
かった。参加者の満足度は高く、問題意識の共有
ができた。 

 

 

（２）主催講座-Ⅱ【活動推進グループ参画事業（ウェーブきらっと★カフェ）】 

№ 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数

(うち男

性) 

内容等 

20 

「がんばるママじゃいられな

い！」 

講師：子育てﾈｯﾄﾜｰｸ西宮 

（ｳｪｰﾌﾞ活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

ルミエール 

（ｳｪｰﾌﾞ活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 

5／27(水) 
10:00～12:00 15 15（－） 

西宮市で子育て中、これから子育てを始める人

たちにウェーブを知ってもらうための「おしゃべ

り会」。登録団体の子育て関係の活動をしている

グループにファシリテーターになってもらい、子

どもを預けて自分の時間を持ってもらい、子育て

の不安や悩みの相談や情報交換だけではなく、こ

れからの自分自身についても考えてもらう。 

21 
「転勤族の妻から転勤族の妻

たちへ」 

講師：転勤族の妻たち 

（ｳｪｰﾌﾞ活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

6／16(火) 
10:00～12:00 20 9（－） 

関西に転居してきた女性にウェーブの存在を

知ってもらい、子育てや生活の情報交換を通し

て、ネットワーク作りを図る。 

参加者は同じような状況の人と出会え、話すこ
とでエンパワメントされたようだった。男性は職
場、子どもは学校と居場所があるのに対し、女性
は孤立しがちであり、情報を求めている。男女共
同参画センターを利用してもらうためにも継続
していきたい。 

【評価・分析】 
活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟの育成、市民から市民への啓発にもなることから活動推進ｸﾞﾙｰﾌﾟと共催した講座は続けていきたい。市民参

画の推進においても意義がある。 

 

  



7 

 

（３）市民参画事業 

№ 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数

(うち男

性) 

内容等 

22 委託事業 
第 16 回いきいきフェスタ 

10／17（土） 
～25(日) ― 

19 団体 
約 700 名 
26 企画 

男女共同参画センター活動推進グループ有志

等を中心として構成する実行委員会方式により

実施。 
 各参加団体が男女共同参画に関するテーマに

沿った講座や展示発表を行う。 
【評価・分析】 
 参加グループ個々の担当事業の企画、運営は概

ね問題ない。役員は選出するが、フェスタ全体の

運営管理をウェーブで行っている。委託事業であ

る以上、実行委員会だけで運営してもらいたいが

難しい。 

23 

ネットワーク委員会企画 
考え方で人間関係は楽になる 
～嫌われる権利もあってい

い！～ 
講師：川喜田好恵（フェミニス

トカウンセラー） 

3／26（土） 
13:00～15：30 30 35（1） 

上手に人間関係を築きたいために、他人の顔色

をうかがい自分を出せないという悩みは多い。本

講座では無理せずＮＯと言っていい、という考え

からのアプローチで対人関係の不安や悩みから

の解放をめざす。 
【評価・分析】 
ネットワーク委員自身が必要としているテーマ
を講座にすることができた。申し込みも多く参加
者、ネットワーク委員ともに満足度が高かった。 
今回の企画自体は成功だったが、委員の男女共同
参画に関する理解には非常にばらつきがあると
感じる。今後の会議では理解してもらえるような
インセンティブが必要である。 

 

（４）市民企画講座 

№ 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数

(うち男性) 
内容等 

24 

 
男女共同参画社会実現のため
のプロデュース講座 
「あなたも、人と街のプロデュ
ーサー！」 

9／5(土) 
10:00～12:00 25 14（6） 

性別に関わらず、積極的に社会の中で、事業な
どを企画・立案・実践できる人材の育成を目指す
ことを目的とし実施した。 
企画団体：ル・レーヴ（ウェーブ活動推進グルー
プ） 
講師：森村暁子（関西舞台芸術研究所代表 舞台
芸術プロデューサー） 

25 

「多文化共生社会 共に生き

ていくために」 
①ふるさとの痛みを胸に～イ

ラクの友と歩み考えたこと 
②誰にでもある発達凸凹が、大

きな障がいを生み出さないた

めに～発達障がいをみんなで

考えよう！理解しよう！ 

9／5(土) 
9／26(土) 

13:00～15:00 
60 

19（11） 
44（11） 

 
延人数 

63（22） 

 グローバル化が進む社会において、多くの隣人
が存在し、その隣人の問題を知ることにより、多
文化共生が実現する。多文化共生の理解が深まる
ことで共に支えあう地域力のある地域が育つ。 
企画団体：one village one earth（ウェーブ活動
推進グループ） 
講師：①相沢恭行（イラク支援・文化交流 NGO
“PEACE ON”主宰） 
②河合悦子（ひょうご発達障害者支援センター芦
屋ブランチ“三田谷教育治療院”） 

26 
〜子育てと仕事でいっぱいの

あなたへ贈る〜 
「ココロと食で育む絆講座」 

11／29(日) 
12／12(土) 

10:30～12:00 
20 

8（1） 
4（0） 

 
延人数 

12（1） 

 日々のゆとりのない生活を参加者で共有する
ことで、互いの心の負担を軽減し、食はココロと
カラダにとても大切な要素であることを認識し
てもらう。 
企画団体：NPO 法人こころ・からだ研究所～
cococala～ 
講師：くぼかおり（cococala 代表理事） 
   さかもと萌美（cococala 理事） 

 

【評価・分析】 

市民による着眼点、市民ならではの企画の斬新さ等を市政に活かす市民参画型の事業。企画、発案においては、団体

のそれぞれの個性が発揮された内容であった。企画することだけで集客についての認識が十分でないグループもあり市

民参画の難しさを痛感した。市民グループが企画・運営をすることでグループのスキルが上がり、また新たな集客もあ

ることから引き続き継続していく。 

応募の段階で採用したい企画が増えるよう、平成 27 年度中に講座を企画するための講座を実施した。また市民企画の

ＰＲができるよう、実施日に来年度の市民企画の募集案内を配布する予定。 
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（５）連携事業                                           （平成 28 年 3 月末） 

№ 講座・講演会名 日 時 利用者数（人） 内容等 

27 しごとサポートウェーブにし

きた 
平成 25 年 10 月

開設 
来所者数 

9,041 

市と国との一体的実施事業として、協定により

ハローワーク西宮のサテライトを設置。主に女性

の就労支援に係る相談事業、職業紹介、就職支援

セミナー等の共催事業を実施する。男性の利用も

可。 

28 若者サポートステーション 
（西宮北口サテライト） 

平成 25 年 5 月

から実施 
毎週月・木曜 
の午後 

相談件数 162 
相談枠 372 

常設本部は勤労会館。15～40 歳の若年無業者

（ニート）の職業的自立支援を行う厚生労働省委

託事業。 
所管：西宮市労政課 
運営：特定非営利活動法人こうべユースネット 

29 学習支援事業 

平成 25 年 8 月

から実施 
毎週火・金曜の

夜間 

学習支援 1,306 
養育相談 21 
ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 32 

被保護世帯生徒への学習支援。主に中学３年生

の高校進学を目指し、カウンセリング、養育相談

も行う。 
所管：西宮市厚生第２課 
運営：特定非営利活動法人ブレーンヒューマニテ

ィー 
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（６） 共催事業 

№ 講座・講演会名 日 時 
定

員 

参加者数 

(うち男性) 
内容等 

30 
【兵庫労働局共催】 

職業訓練説明会 
5／8（金） 

14:00～16:30 ― 150（57） 
 職業訓練校を活用した再就職の支援。 

進行：ハローワーク西宮職業訓練担当 

31 
【兵庫労働局共催】 

職業訓練説明会 
7／3（金） 

14:00～16:30 ― 187（82） 
 職業訓練校を活用した再就職の支援。 

進行：ハローワーク西宮職業訓練担当 

32 

【兵庫県立男女共同参画セン
ター共催】 
出張！女性のための働き方セ
ミナー 
「プチ起業ステップアップ講
座～歩き出したあなたへ」 
（２回連続講座） 
①教えて先輩！最初の壁は何
ですか？ 
②兵庫県「出張！女性のための
働き方セミナー」 
プロからチェック！壁を壊す
方法を知る～プチ起業を持続
するために「経営」について考
えてみましょう 

10／22(木) 
10／29(木) 

13:30～15:30 
20 

8（－） 
延人数 

16（－） 

①はウェーブ主催事業として実施。起業してい
る経験者から話を聞き、ワークを行った。②は兵
庫県立男女共同参画センターとの共催事業とし
て実施。専門家から事業継続についてのアドバイ
スを受けた。女性のための起業を応援するには、
一歩踏み出すためのアドバイス、踏み出した後の
フォローを継続して行う必要性を感じた。 
講師：①森下明美（aQuary 代表）、立花なおこ
（Ruby Flower 代表）、西田昌子（AKIKO24 主
宰） 
②齋藤晴美（中小企業診断士） 

33 
【兵庫労働局共催】 

介護 ミニ就職相談＆面接会 
10／29（木） 
13:30～16:00 ― 11（5） 

介護人材の掘り起こしに向けた相談・面接会 

進行：ハローワーク西宮職業相談担当 

34 
【兵庫労働局共催】 

職業訓練説明会 
11／6（金） 
14:00～16:30 ― 130（65） 

 職業訓練校を活用した再就職の支援。 

進行：ハローワーク西宮職業訓練担当 

35 
【兵庫労働局共催】 

マザーズ就職支援セミナー 

「ママのおしごと研究会！～

それってどんな仕事なの？～」 

1／22（金） 
10:00～12:00 30 15（－） 

子育て期から、再就職を目指す女性の就職支

援。 

講師：ハローワーク就職支援ナビゲーター 

36 
【研修厚生課】 

男女共同参画講演会 
「性暴力被害者支援のために
行政ができること」 

2／8（月） 
13:30～15:30 ― 45（34） 

性暴力の実態を知り、性暴力被害者支援センタ

ーの活動を知ることで、性暴力被害者支援のため

に市職員として何ができるのかを学ぶ。 

講師：福岡ともみ（性暴力被害者支援センター・

ひょうご事務局長） 

37 
【兵庫労働局共催】 

女性のための就職支援セミナ

ー 

2／12（金） 
2／19（金） 
10:00～12:00 

30 
16 

24（－） 
14（－） 

 応募書類の書き方、面接の受け方等、実践的マ

ニュアルによる就職支援。 

講師：ハローワーク就職支援ナビゲーター 

38 

【研修厚生課】 

男女共同テーマ研修 

「多様化する社会が進みゆく

なかで～今知っておきたい基

礎知識～」 

2／19（金） 
13:30～15:30 ― 61（35） 

 男性学の視点から、現代を生きる男性たちの

「生きづらさ」を考える。なぜ男女共同参画を男

性も当事者として向き合わなければならないの

か。渋谷・世田谷区ではじまったパートナーシッ

プ証明、社会はこれからの動向について学ぶ。 

講師：田中俊之（武蔵大学社会学部助教） 

39 

【中央公民館共催】 

「託児ボランティア養成講座 

子どもを通してつながる～ボ

ランティアという立場から、子

育て世代を支える～」 

2／24（火） 
10:00～11:30 40 26（2） 

主催講座等の開催時に、託児を担う市民ボラン

ティアの育成。 

講師：宮口智恵（ＮＰＯ法人 チャイルド・リソ

ース・センター代表） 

40 
【兵庫労働局共催】 

職業訓練説明会 3／4（金） 
14:00～16:30 ― 157（64） 

 職業訓練校を活用した再就職の支援。 

進行：ハローワーク西宮職業訓練担当 

41 
【兵庫労働局ほか共催】 

３市（西宮・宝塚・芦屋）合同 

公立保育所 臨時保育士登

録・相談会 

3／9（水） 
10:00～11:30 ― 13（1） 

再就職を検討している潜在保育士の掘り起こし

に向けた、ハローワーク西宮と管内３市の取り組

みとして実施。 
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２．広報・啓発活動の状況 

 
№ 広 報 媒 体 名 資料名・内容等 内容・規格 等 活動エリア等 

1 西宮市政ニュース 男女共同参画センタ－主催講
座等の開催について掲載 ― 市 内 

2 
西宮カルチャー・
イベント・カレン
ダー 

男女共同参画センタ－主催講
座等の開催について掲載 ― 市 内 

3 労政にしのみや 
市の労働関係広報誌に男女共
同参画関連の啓発等内容を掲
載 

労政課（発行：年 4 回）2,500 部 
A4、8 ページのうち 1 ページ分 

従業員 50人以
上の市内事業
所、労働関係
団体 

4 一般新聞、コミュ
ニティペーパー等 

男女共同参画センタ－主催講
座等の開催について掲載を依
頼 

― 市 内 

5 インターネット 事業開催ごとに随時、西宮市ホ
ームページに広報記事を掲載 

 主催事業について、募集中のものしか
掲載していなかったが、過去の事業につ
いても掲載するように修正した 

― 

6 啓発用垂れ幕 「男女共同参画週間 6/23～29」
啓発用垂れ幕 

500cm×70cm 1 枚 
展示期間：6 月 16 日～6 月 30 日  

本庁舎正面玄
関横に設置 

7 情報誌 

「WAVE PRESS」 
 Vol.18（3 月発行） A3 両面 2 折 5,000 部 市内及び近隣

他市等配布 

「ネットワーク委員会」 
市民公募によるＷＡＶＥ ＰＲ
ＥＳＳの編集および講座開催
（各年 1 回） 

人数：5 名、任期：2 年（平成 27～28 年
度） ― 

8 啓発誌 
啓発冊子【食と女性】「食べる
ことは生きること」 
（3 月発行） 

A5. 16 ページ 5,000 部 市内及び近隣
他市等配布 

9 パネル展 
作品展示 男女共同参画週間パネル展 男女共同参画啓発パネルの掲示 

展示期間： 6 月 16 日～6 月 30 日  
男女共同参画
センター 

10 啓発カード 「ＤＶ防止連絡カード」 名刺サイズ 5,000 枚 市内各所 

11 関連図書・チラシ 
パンフレット展示 西宮市女性チャレンジひろば 再就職、起業に関するチラシ等情報資料

配架（常設） 
男女共同参画
センター 
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３．男女共同参画センター利用統計 

 

○女性のための相談室 
相談件数（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月末） 

区分  件数  内  訳 

電話相談 551 
生き方 こころ からだ 仕事 

夫婦 
関係 

親子 
家庭 

人間 
関係 

性・性的 
被害 

暮らし DV 
セク 
ハラ 

その他 

34 79 11 8 58 119 121 1 5 62 1 52 

面接相談 859 
生き方 こころ からだ 仕事 

夫婦 
関係 

親子 
家庭 

人間 
関係 

性・性的 
被害 

暮らし DV 
セク 
ハラ 

その他 

172 87 1 19 120 147 60 13 1 238 1 0 

法律相談 47 
慰謝料 

財産 
分与 

親権等 扶養 戸 籍 
金銭 
貸借 

調停・

手続き DV 
セク 
ハラ 

モラ 
ハラ 

性 
被害 

その他 

18 20 16 8 0 3 17 3 0 5 0 9 

※法律相談は相談内容が複数の内訳に該当する場合があるため、件数と内訳の合計が一致しないことがある。 
※「夫婦関係」のうちＤＶに関するものは「ＤＶ」で集計している。 
 

区   分 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 
電話相談 人数 513 519 503 549 551 

面接相談 人数  852   832  879  865 859 

法律相談 人数  55   53   52  55 47 

 
 
○ 女性のためのチャレンジ相談 

相談件数（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月末現在） 

内容等 実施日 相談件数 相談員 

再就職・起業・その他方面へ

のチャレンジを目ざす女性

を支援する。相談によって適

切な支援機関の紹介、希望職

種に必要なスキルの取得を

アドバイスする。 

第 2火曜日（市費） 
午前・2 回 

第 3水曜日（県費） 
午後・3 回 

38 
キャリアカウンセラー 
中野冬美 
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○図書・資料コーナー 

図書（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月末現在） 

累計登録者数 
（人） 

新規登録者数 
（人） 

貸出人数 
（人） 

貸出冊数 

図書 雑誌 ビデオ・ＤＶＤ 計 

3,768 
146 1,228 2,253 245 433 2,931 

月平均 102 188 20 36 244 

 
  蔵書数（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月末現在） 

図書 雑誌 ビデオ・ＤＶＤ 計 

5,733 冊 1,016 冊  290 本 7,039 

   
情報相談（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月末現在） 

 ウェーブ 
利用案内 

資料の 
所蔵・所在 

特定の 
テーマ 

企画・人材 グループ・施設 その他 計 

件数 31 21 30 30 27 33 172 

 
○学習室 

 
年度別利用状況（過去 5 年間）                        

 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

件数 4,285 4,439 4,280 4,029 3,983 

稼働率 79.4% 82.4% 79.5% 74.8％ 73.8％ 

 
 

月別利用状況（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月末現在）           

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

件

数 322 338 327 352 312 326 399 337 286 288 331 365 

稼

働

率 
71.6% 72.7% 72.7% 75.7% 67.1% 72.4% 85.8% 74.9% 68.1% 68.6% 76.1% 78.5% 
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４．活動・交流の支援 

 
西宮市男女共同参画センター活動推進グループ（平成 28 年 3 月末現在） 
登録グループ数 36 グループ 

№ グループ 名 活 動 内 容 

1 
悠＆遊 ノート de パソコンサーク

ル 
ノートパソコンを持参し、操作、活用法を粘り強く学習することで、男女とも、中高年のテ

クノデバイドの解消をめざす。  

2 女・女西宮 女性差別の解消・女性問題の学習と行動。ビデオ上映会の開催。 

3 ガールスカウト西宮市協議会 

市内のガールスカウト運動の推進と発展の為に活動する。①団の育成並びにリーダーの養成

②市内各団体との連絡調整③ガールスカウト運動に関する啓発広報活動④未来を担う少女

たちの育成活動を支援。 

4 現代を問う会  
現代社会で起こる様々な問題を、社会的な視点から考え意見を交換する。男女が共通の基盤

で問題の解決をはかる。 

5 子育てネットワーク西宮 

「一人じゃないよ、楽しもう子育て」をモットーに西宮市内の子育て中の親が集まり、親子

遊び体験から親子の友達づくり、子育てサークル、地域サポーター、行政とのつながりを支

援している。 

6 ジャスミン 女性への暴力のない社会をつくるための学習会、講座の開催を行う。 

7 新日本婦人の会西宮支部 女性の地位向上のための学習活動。 

8 転勤族の妻たち 
「転勤族」という独特の生活スタイルの中で、孤立しがちな同じ悩みを抱える女性たちのネ

ットワーク作りを目的としている。 

9 西宮市地域婦人団体協議会 婦人の地位向上と地域社会の発展に資する。人権問題学習等。 

10 西宮女性ネットの会 女性に対する政策について学習、研究し活動する。 

11 西宮市連合婦人会 市内地区婦人会の連絡協調、進歩向上、社会の発展及び人権問題学習等。 

12 西宮母親大会連絡会  
”生命を生み出す母親は、生命を育て、生命を守ることをのぞみます”のスローガンのもと、

平和や教育、福祉、環境、子育てについて学習している。  

13 西宮ユネスコ協会 

｢世界遺産活動」と「世界寺子屋活動」を中心に平和をめざす運動を行う。発展途上国には

文字の読めない女性がまだまだ大きな比率を占めている。ユネスコではこの人たちの支援に

力を入れている。 

※14 パンセ西宮  
女性の労働について調査・学習し、男女共生社会をめざす。 
人権を重視したワークライフバランスを目指す。 

15 婦人民主クラブ阪神支部 
女性の権利を守り、地位向上を図る。また、子どもと女性の幸せを守るために戦争をなくす

よう力をつくす。 

16 船出（Ｆｕｎａｄｅ） 男女共同参画の視点で子育て仕事、家庭について情報発信、エッセイ集、新聞の発行を行う。 

17 ベアテの会 
個人の尊厳を基本として、男女平等、平和主義などを学習し、市民に広く広報しつつ男女共

同参画社会をすすめる事を目的とする。 

18 木馬の会 

女性が手作りを通じ、社会参加・自己実現・経済的自立をめざす。ボランティア等の社会活

動への取り組み、仕事作りへの取り組み、女性のエンパワーメントとネットワーク作りへの

取り組み、自然災害基金などによる社会貢献。 

19 蓮華草 ドメスティック・バイオレンスに悩む女性たちの話し合いの会 

20 男楽会 

男性が、自分らしく楽に生きるきっかけ、地域に生きる新しい自分を探すヒントをつかむた

め、諸問題について自由に語り、楽しい仲間作りをする。毎月 1回例会を行い、テーマその

他について語り合う。 

21 
西宮市男女共同参画センター ”

ウェーブ”登録グループ協議会 

登録グループ相互のつながりを広める。行政へ男女共同参画施策の充実をはかるよう提言し

行政と良いパートナーシップを築く。 
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№ グループ 名 活 動 内 容 

22 
「婦人民主クラブ」阪神読者会 

－たんぽぽの会－ 

「婦人民主新聞」を共に読んだり、お互いの仕事や生活の悩みを話し合う。反戦平和や女性、

子どもの権利向上のための学習会や地域活動なども行う。 

23 ＩＴＣ西宮クラブ 
女性が社会で活躍するために必要な基礎的な訓練を行うことを目的とする。リーダーシッ

プ、組織運営、特にスピーチの訓練等。 

24 ルミエール 
産後うつ・マタニティブルーの経験者の仲間作り・支えあい・情報交換を行う自助グループ

として、出産・育児・家庭運営における男女共同参画を考えていく。 

25 プニ・ポエ 
フラダンスを通して女性の社会参加、自己実現、地域活動への参加、ボランティアへの参加

を実行する。 

26 
3 月行動をよびかける女たち・ひょ

うご 

仕事やくらし・健康の悩みを話し合い、平和や女性・子どもの権利を守るための学習及び地

域への呼びかけを行い、会員の親睦をはかる。 

27 朗読シアター 凛々 朗読の勉強及び朗読劇の発表による女性のエンパワーメントの促進を図る。 

28 つなぐ 
男女共同参画社会の実現に向け、県の施策に協力して、情報収集・提供、（講座など）事業

の企画・運営を通じて普及啓発、グループ活動などの活動を推進する。 

29 絵がお 

絵本とのかかわりを深めたいと思っている人たちが、絵本の読み聞かせを通して子どもたち

が心豊かに成長していく手助けをするための活動をおこない、人権の尊重と人材の育成を目

指す。 

30 アットホームホスピス 

男性介護者を支援する活動を行う。 

家庭介護と家での看取りを支援する活動を行う 

グリーフケアについて学習する。 

31 
特定非営利活動法人阪神パソコン

ネット 

障害者や高齢者に対して、生活支援及び社会参画促進に関する事業を行い、情報リテラシー

の向上促進、障害者・高齢者と地域住民との交流促進によって、みんなで支え合えるまちづ

くりの構築に寄与する。 

32 朗読の会・ＷＡ 
自分を知り、型にとらわれない、自分にあった朗読表現によってエンパワーメントを促進し、

男女共同参画社会の実現をめざす。 

33 
特定非営利活動法人one village 

one earth 

障がい者や発展途上国の生産者、主に女性の手仕事に正当な対価が支払われるフェアトレー

ドの推進、男女、障がいの区別なく生きられるフェアで豊かなコミュニティを作るための学

習・研究・啓発活動。 

34 ル・レーヴ 
男女共同参画社会を実現するためにイベントや講座等をプロデュースする人材を育成する。

学習内容は、イベントや講座を実施するために必要なスキルを相互に学ぶ。 

35 プレラかだるべ 
うつの当事者と支援者とうつの家族や友人を持つ人が一堂に会して、お互いの経験を聴き合

う。 

36 カルドマーニ 

未熟児子育て経験者の仲間作りや支え合いの中で、毎月 1 回集まり、子どもの発達状況や病

気時の対応、医療機関や幼稚園等の情報交換を通じて、お互いの不安を解消し、前向きに子

育てに取り組む。 

 

※についてはＨ28 年度継続しないグループ 
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５．平成 28 年度事業計画（概要） 

（１）主催講座  

№ 基本的視点・ 
目的・趣旨 講座(テーマ) 対象者 予定 

回数 内 容 等 

1 

男女の人権の尊重 

「男女共同参画週間」 
6/23～6/29 一般男女 １回 

男が働かない、いいじゃないか！ 
～仕事中心の生き方を見つめ直す 
6／25（土）14：00～16：00 
田中俊之（武蔵大学社会学部助教） 

2 相談室企画講座 女性 未定 未定 

3 
保育付き上映会 
ラストフライデイ・シネ
マ 

一般男女 3 回 

男女共同参画のテーマに則したウェ

ーブ所蔵作品を上映、参加者の交流 

6／24フレンチアルプスで起きたこと 
9／30 作品未定 
2／24 作品未定 
（金）①10：00～②18：30～ 

4 男女共同参画人権講座 一般男女 3 回 

ひとつじゃない家族の「カタチ」 
①フツーにとらわれない家族のあり

かた～結婚・離婚・再婚 
5／21（土）13：30～15：30 
菊地真理（大阪産業大学経済学部教

員） 
②それぞれが家族 

～事実婚・非婚・同姓婚 
6／4（土）13：30～15：30 
南和行（なんもり法律事務所・弁護

士） 
③子どもの視点で見る家族 

～スウェーデンの取り組みから 
6／11（土）13：30～15：30 
高橋美恵子（大阪大学大学院言語文

化研究科教員） 

5 
「女性に対する暴力を
なくす運動」講演会 
11/12～11/25 

一般男女 
関連機関従事

者 
１回 

タイトル未定 
11／26（土）時間未定 
橘ジュン（ＮＰＯ法人 bond プロジェ

クト代表） 

6 
あらゆる分野での

男女共同参画の推

進 

男女共同参画出前講座 中学生男女 3 ヵ所 デートＤＶ防止講座 
平木中、浜甲子園中、西宮浜中 

7 男女共同参画出前講座 高校生男女 1 ヶ所 若年層を対象とした基礎講座 

8 母子家庭支援講座 女性 未定 未定 

9 

エンパワメントの

促進 

メディアリテラシー講

座 一般男女 6 回 

ブックトークカフェ 4／23、6／18 
まったり朝活 まわしよみ新聞8／20 
10 月以降未定 
原則偶数月第 2 土曜日 

10 エンパワメントの促進 女性 6 回 

シングルマザーズ・カフェ 
5／14、7／9、9／10、11／12、1／14、
3／11（土）14：00～16：00 
原則奇数月第 2 土曜日 

11 グループカウンセリン

グ 女性 未定 話し合いグループ 
未定 

12 男性セミナー 
「未定」 男性のみ 未定 女性に比べ｢男女共同参画｣に関心が

薄い男性に対する啓発を図る。 

13 
仕事と家庭・地域生

活の両立 

介護、ケア労働の話 一般男女 未定 高齢社会の進行により顕在化する医

療、介護の問題を検証する。 

14 就労セミナー 女性 2 回 未定 
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（２）活動推進グループ参画事業 

№ 事業（テーマ） 対 象 者 予定 
回数 内 容 等 

15 ウェーブきらっと★カフェ 
活動推進グルー
プから市民へ発
信する啓発講座 

一般男女 3 講座
程度 

がんばるママじゃいられない 
5／30（月）10：00～12：00 
子育てネットワーク西宮、ルミエール（活動
推進グループ） 
転勤族の妻から転勤族の妻たちへ 
6／16（木）10：00～12：00 
転勤族の妻たち（活動推進グループ） 
男の夜の愚痴タイム（仮称） 
日時未定 
プレラかだるべ（活動推進グループ） 

 

（３）市民参画事業 

№ 事業（テーマ） 対 象 者 予定 
回数 内 容 等 

16 いきいきフェスタ 一般男女 20 企画

程度 市民や市民グループによる実行委員会への委託事業 

17 ネットワーク委員会 一般男女 1 回 ネットワーク委員会による企画講座 

18 一般男女 1 回 「WAVE PRESS」vol.19 を企画・発行 

 
（４）市民企画講座 

№ 事業（テーマ） 対 象 者 予定 
回数 内 容 等 

19 市民企画講座 一般男女 

5 講座 

男女共同参画社会実現をめざす内容の市民の企画による講座

の実施。外部講師の謝金の助成、会場の提供 

Ｈ28 年度 講座作り塾 
受講者 

活動推進 
グループ その他 

応募 10 2 4 4 
採用 5 1 3 1 

（1） 

平和の種になりたい 
～地雷処理活動と貧困層における女性問題～ 
10／2（日） 
【Cambodia Friendship Association（講座作り塾受講者）】 

（2） 

男性のための手織り教室 ～自分オリジナルのラフネクタイ

を作ろう！ 
10／2（日） 
【プレラかだるべ（活動推進グループ）】 

（3） 

LGBT って、知ってますか？ 
①好きな人と家族になりたい 11／13（日）、 
②アライって、何？ 11／27（日） 
【Cielarko】 

（4） 

みんなで子育てを語ろう！ 
＆アイリッシュハープ親子コンサート 
12／11（日） 
【産後うつ・子育てがブルーなママの会ルミエール（活動推進

グループ）】 

（5） 
多文化共生社会 難民 
8／27（土）、9／3（土） 
【one village one earth（活動推進グループ】 



17 

 
（５）連携事業 

№ 基本的視点・ 
目的・趣旨 事業（テーマ） 対 象 者 予定 

回数 内 容 等 

20 

エンパワメントの

促進 

しごとサポート・ウェー

ブにしきた 
（ハローワーク西宮サ

テライト） 

主に女性 通年 

市と国との一体的実施事業として、ハロ

ーワークのサテライトを設置。主に女性

の就労支援に係る相談事業を実施する。 
所管：兵庫労働局・西宮市労政課 

21 
にしのみや若者サポー

トステーション 
（西宮北口サテライト） 

若年無業者 

（15～40 歳） 

通年 

週 2 回 

ニート等の若者の職業的自立支援 
所管：西宮市労政課 

22 学習支援事業 被保護世帯

の生徒 

通年 

週 2 回 

被保護世帯生徒への学習支援 

所管：西宮市厚生第２課 

 
（６）共催事業 

№ 基本的視点・ 
目的・趣旨 事業（テーマ） 対 象 者 予定 

回数 内 容 等 

23 
エンパワメントの

促進 
女性のための就職支援

セミナー 女性 5 回 
兵庫労働局・ハローワーク西宮共催 

就職に関する女性のスキルアップを図

る。 

24 

あらゆる分野での

男女共同参画の推

進 

男女共同テーマ研修 市職員 1 回 研修厚生課 
市職員対象とした男女共同テーマ研修 

25 
健康で安全な生活が主

体的に実践できる子供

の育成に向けて 

小・中特別支

援学校教職員

及び管理職 
1 回 

教育研修課、学校保健安全課 
「あなたと私のすてきな関係～デート

DV を防止するために～」 
8／3（水）13：15～14：45 
徳永桂子（ウィメンズこうべ） 

26 仕事と家庭・地域生

活の両立 
託児サポーター 
養成講座 一般男女 １回 

中央公民館 
ウェーブ主催事業の託児を担う市民ボラ

ンティアを養成する。 
 


